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ビジネス背景



国内の社会的背景
農業生産の担い手の高齢化と担い手不足

2010年から2020年向けて農業従事者の減少と平均年齢の上昇が続いている。



みどりの食料システム戦略

• データ活用による高い生産体系

• 労働安全性、労働生産性の向上

（GAP対応の生産管理）

• スマート技術による薬剤管理、施肥管理

• データ・AI活用による加工、流通の合理化

データ駆動型の農業へ転換

2050年までに実現を目指す農業のあり方を策定



ニシム電子工業（株）との経緯



ニシム電子工業（株）との経緯

• 2021年11月24日～26日 、東京で開催された、
農水省主催、アグリビジネス創出フェア、山形大学農学部
展示ブースにて初顔合わせ。

• 今後の営農者の減少が想定される将来を見据えた情報
活用の仕組みづくりについて、約1年半にわたり、協議を重
ねた。

• 山形大学として全学の英知を食と農の分野に結集すべく
2022年7月に設立されたアグリフードシステム先端研究セン
ター（YAAS）を設立。

• 研究成果の社会実装の手段として、デジタル技術が必要。



農業分野におけるデータ活用の推進

• 農水省が推進している、農業データ活用プラットフォーム

“WAGRI”が設立され、農研機構にて運用中。

• 気象、農地、収量予測などの営農に役立つデータやプログラムを提供する公的クラウドサービ
ス。

• WAGRIでは、地域特有の営農方法、営農者が自ら作成した営農方法の管理をカバーできな
い。

• WAGRIと連携し、営農ノウハウのデジタル化を行うことによる、省力化、高品質化を目指す
プラットフォームが必要。

• 山形大学（栽培技術、データ分析力、モノづくり支援）＋ニシム電子工業（インフラ運営ノウ
ハウ、農業センサー）を連携し、営農を支援する仕組みの構築を目指す。



包括連携協定の概要

目的：包括的な連携のもと、地域社会の発展と人材育成に寄与すること。

連携・協力内容：

1. 地域の産業振興に関すること。

2. 研究シーズの社会実装の推進に関すること。

3. 人材の育成に関すること。

4. 教育、文化の振興に関すること。

5. 環境の保全に関すること。

6. その他前条の目的を達成するため必要な分野に関すること。

期間：2023年5月17日（水）～3年間
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